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公益財団法人川崎市生涯学習財団 

令和元年度 事 業 報 告 

 

公益財団法人川崎市生涯学習財団が定款第４条に基づき実施した令和元年度の事業実績は以下の

とおりである。 

 

Ⅰ 公益目的事業 
 

１ 生涯学習に関する学習機会及び情報の提供並びに活動支援事業（公１） 
 

（１）生涯学習に関する学習機会提供事業（定款第４条第１項第１号） 
①かわさき市民アカデミー協働事業 

｢かわさき市民アカデミー｣は、高い専門性を備えた継続的で系統的な学びの場であり、川崎

市が全国に誇れる市民大学である。運営主体は、川崎市生涯学習財団から認定ＮＰＯ法人かわ

さき市民アカデミーに移行(平成２３年度)している。 

当財団は、協働事業として、会場の確保と事業広報等でＮＰＯ法人に協力し、その活動を

支援した。 

 

ア）会場の確保 

生涯学習プラザ施設提供          ９４４件 

生涯学習関係施設確保           ９２件（高津・宮前・麻生市民館） 

新百合トウェンティワンホール施設確保   １２０件 ２,１９１千円 

 

イ）事業広報協力 

受講生募集チラシ印刷及び新聞折込み費支援 ２回(前期・後期) ２,５８７千円 

 

ウ）三者連絡会議の主宰 

かわさき市民アカデミーの運営について共通理解を図ると共に、課題解決に向けた協議を

行う場として、川崎市生涯学習財団、認定ＮＰＯ法人かわさき市民アカデミー、かわさき

市民アカデミー学長・副学長による三者連絡会議を主宰した。 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

回 数 ４ ４ ４ 

 
【参考】 

「かわさき市民アカデミー」 

ア）会員・聴講生の受講者数（延べ受講者数） 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

会 員 4,653 4,708 4,628 

聴講生 2,564 2,554 2,440 

合 計 7,217 7,262 7,068 

 

イ）講座・ワークショップ等開設数 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

講座等開設数 109 106 104 
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ウ）主要行事 

〇開講式（第２８回） 平成３１年４月３日(水) 

出席者：かわさき市民アカデミー学長、認定ＮＰＯ法人かわさき市民アカデミー理事長、 

川崎市生涯学習財団理事長、川崎市教育長ほか 

来 賓：川崎市副市長 

内 容：式典、記念講演「『黄色のベスト』運動とマクロンの蹉跌」 

講 師：東京大学教授 宇野 重規 
 

  元年度 ３０年度 ２９年度 

参加者数 116 105 136 

 

〇フェスタ’１９ 令和元年１１月９日(土)・１０日(日) 

・フェスタフォーラム 

第１部 基調講演 １３：３０～１４：３０ 

｢プラチナ社会へのイノベーション～SDGsに応える持続可能な社会をめざして～｣  

講師 小宮山 宏 三菱総合研究所理事長、第28代東京大学総長 
 

第２部 シンポジウム １４：４０～１６：３０ 

★シンポジスト 

小宮山 宏 三菱総合研究所理事長、第28代東京大学総長 

中村 桂子 JT生命誌研究館館長 

吉原 毅 城南信用金庫顧問、原発ゼロ・自然エネルギー推進連盟会長 

太田 猛彦 FSCジャパン代表、かわさき市民アカデミー学長 

★コーディネーター 

 林  勝彦 科学ジャーナリスト、元東京大学客員教授 
  

・バルーンアート、喫茶、ワークショップ、展示、コンサート、地場産野菜販売、オープ

ン講座、野外講座 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

参加者数 1,113 835 650 

 

〇受講生のつどい 令和２年３月１２日(木) 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
 

  元年度 ３０年度 ２９年度 

参加者数 中止 132 128 

 

 

②青少年学校外活動事業 

ア）川崎市青少年地域間交流事業 

川崎市青少年地域間交流事業は、川崎市教育委員会、一般財団法人川崎教職員会館、当財

団の三者主催による事業であり、市内青少年関係団体、学校関係団体、行政関係者等を委員

として構成する実行委員会により実施している。 

当財団は、実行委員会の事務局として、交流事業の企画立案等の事務を担い、川崎市の子供

たちが、友好自治体等との交流を通して豊かな自然や文化等にふれ、地域の人々との友好交流

を深め相互理解を促進することにより、心身ともに健全な青少年を育成することを目的とし

て、「ふれあいサマーキャンプ」と交流自治体である古座川町の青少年受入を実施した。 
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〇ふれあいサマーキャンプ 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

参加者数合計 １１７ ７５ (８１) 

 ア 北海道中標津町 １２ １３ (１７) 

イ 岩手県花巻市 １６ ６ (６) 

ウ 長野県富士見町 ３２ １９ (１４) 

エ 和歌山県古座川町 ２６ １５ (２５) 

オ 島根県益田市 ２０ １０ (１９) 

カ 宮城県涌谷町 １１ １２ － 

引率者合計 ３８ ３７ (３３) 

※２９年度は参加予定だった人数 

 

〇交流自治体の青少年受入 

期  間：令和元年８月２６日(月)～８月２８日(水) ２泊３日 

受 入 者：和歌山県古座川町 小学校６年生、教育長、教育委員会事務局職員 

宿  泊：川崎市青少年の家 

主な活動：歓迎式(教育長ほか)、学校交流(土橋小学校)、研修見学(川崎大師・京浜工

業地帯・川崎市平和館・岡本太郎美術館・よみうりランド) 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

受入児童数 ３ １４ １３ 

 

イ）キッズセミナー 

認定ＮＰＯ法人教育活動総合サポートセンターとの連携・協力事業。小学校３年生から

６年生を対象に、夏季休業中に体験活動等を通して新たな興味・関心を喚起しながら、学習

活動の充実を図ることを目的に実施した。 

 

期 間：令和元年７月２２日(月)～７月２６日(金)の５日間 

内 容：理科、算数、工作、パソコンなど２３講座 

対 象：生涯学習プラザまたは大山街道ふるさと館に通うことのできる市内在住の 

小学校３年生から６年生 

講 師：認定ＮＰＯ法人教育活動総合サポートセンターに登録している教職経験者 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

受講登録者数 ２７７ ２９０ ３３０ 

延べ受講者数 ８１３ ８５３ ９２１ 
 

ウ）子ども陶芸教室 

生涯学習プラザ陶芸室で陶芸を学ぶ市民(陶芸教室受講生)のボランティア活動を促進する

ため、学校の夏季休業期間に小学校５年生～中学校２年生を対象とした子ども陶芸教室を

実施した。 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

参加者数 ２３ ２２ ２５ 
 
 
 



- 4 - 

 

 

③生涯学習プラザ施設提供事業 

生涯学習プラザの施設(多目的ルーム、フィットネスルーム、活動室、研修室、会議室等)を

年間３４５日にわたって貸館提供した。 

利用件数合計は、７，１５８件。 
 

 
元年度 ３０年度 ２９年度 

件 数 
稼働率 

(有料稼働率) 
件 数 件 数 

401会議室 ４２２ 
４１．０％ 

(１４．７％) 
４３０ ４７８ 

301会議室 ４７２ 
４５．８％ 

(１４．９％) 
４７６ ５２０ 

201会議室 ４１３ 
４０．１％ 

(１７．７％) 
４１６ ４２１ 

202会議室 ３３９ 
３２．９％ 

(１６．７％) 
３２９ ３６４ 

101活動室 ４１９ 
４０．７％ 

(２７．３％) 
３９２ ３５８ 

402 
フィットネスルーム 

１，３８４ 
６７．２％ 

(５３．４％) 
１，４６０ １，５１７ 

302多目的ルーム １，５４２ 
７４．９％ 

(７０．７％) 
１，５７２ １，４１１ 

203活動室 １，４１８ 
６８．８％ 

(５３．２％) 
１，３４６ １，３０５ 

303研修室 ３９６ 
３８．４％ 

(２４．１％) 
３９５ ３８４ 

Ｂ１実習室 ３５３ 
３４．３％ 

(―) 
３５０ ３５２ 

合 計 ７，１５８  ７，１６６ ７，１１０ 

※会議室、101 活動室、研修室、実習室の利用件数は午前・午後・夜間を各 1 件として

積算。 

203活動室、多目的ルーム、フィットネスルームは２時間単位を 1件として積算。 

 

(成果・課題等) 

・かわさき市民アカデミー協働事業については、事業広報や会場の提供・確保、対外活動

支援等を継続して実施でき、アカデミーの安定した運営につなげることができた。 

・川崎市青少年地域間交流事業については、ふれあいサマーキャンプを前年度と同様に

６コースで実施した。今年度のふれあいサマーキャンプ参加者数は、小中学校長会を

通じた周知等の広報の充実に取組み、前年度を大きく上回った。 

なお、交流自治体の青少年受入では、相手方の事情により受入児童は３名であったものの

学校交流や研修見学を計画通り実施できた。 

・ふれあいサマーキャンプ受入自治体の中標津町および涌谷町から、財政状況に伴う各事業

の見直し等の結果、次年度以降中止あるいは当分の間休止したいとの申し出があった。

次年度のふれあいサマーキャンプは４コースでの実施を計画していく予定である。 
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・今年度、ふれあいサマーキャンプに経済的理由により参加が困難である児童生徒の積極

的な参加を図るための資金として、使途指定の寄附金を受領した。寄附金を特定資産に

設定するとともに、「青少年地域間交流事業参加積立資産」活用事業実施要綱を定めた。

次年度以降、要綱に基づいて資産の活用を図っていきたい。 

・キッズセミナーについては、受講登録者数が減少傾向となっている。講座によっては

応募者の希望が集中し抽選となってしまったり、複数の講座に応募を希望するものの

当該講座の時間割が重複するため、一方のみに応募せざるを得なかったりすることがあ

るようだ。時間割の見直し・工夫、興味・関心等のニーズに応える講座企画などに留意

して応募者のできるだけ多くが受講登録できるように取組を進めていきたい。 

・子ども陶芸教室は、陶芸教室受講者の協力を得ながら実施することで、陶芸教室受講者

が学んだ知識や技能を活かすボランティア活動の場とすることができた。 

・プラザ施設提供事業については、前年度実績と比較するとわずかに利用件数が下回ってい

るが、1月までは前年度を大きく上回る状況があったものの、新型コロナウイルス感染症

発生の影響により、2月に11件、3月に202件、合わせて213件のキャンセルがあり1,207千

円程度の減収となった。 

引き続き貸館利用者増に向けた取り組みを進めるとともに、新たな広報手段を検討し

新規利用者開拓に努めたい。 
 

 

（２）生涯学習に関する活動支援事業（定款第４条第１項第２号） 

①シニア活動支援事業 

シニア世代を対象に、これまで培ってきた経験や知識及びかわさき市民アカデミー等で学んだ

学習成果を、活力ある地域社会づくりや学校支援に生かすことを目的に実施した。 

 

ア）生涯学習ボランティア養成・派遣 

（ボランティア養成講座） 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

講座修了者合計 ２５ ７１ ６３ 

 小学校ＰＣ活用授業ボランティア １０ ２８ １０ 

 特別支援教育ボランティア － ２３ ３０ 

 保育ボランティア １５ ２０ ２３ 

 

（ボランティア派遣） 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

派遣延べ人数合計 ２，１３1 ２，５８２ ２，１３３ 

 小学校ＰＣ活用授業ボランティア １４３ １９８ １５５ 

 特別支援教育ボランティア １，５７２ １，９３２ １，４６０ 

 保育ボランティア ３３９ ３５７ ４０４ 

 環境学習ボランティア ６１ ８０ ９９ 

 陶芸ボランティア １６ １５ １５ 
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「特別支援教育ボランティア交流会」 

実施日：交流会 令和元年１０月１５日(火) 

説明会 令和２年 ３月 ４日(水) 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

回   数 ２ ２ ２ 

延べ参加者数 ２４ ３４ ３０ 

 

イ）市民アカデミー地域協働講座 

学習した知識・経験を活かし地域貢献をめざす目的で、認定ＮＰＯ法人かわさき市民アカ

デミーと協働で大学等高等教育機関・地域団体・企業等と連携した講座、ボランティア活動

につなげる講座等を実施した。 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

参加延人数合計 ４５３ ４５１ ４１８ 

 前期 講座数 ５ ５ ５ 

  参加延べ人数 ２４９ ２０９ ２３４ 

  Ａ 生活習慣病から様々な病まで（短期） 

Ｂ 傾聴ボランティア講座（長期） 

Ｃ 発達障がいを理解する（短期） 

Ｄ 地域社会に貢献している川崎の会社と人々 その１８（長期） 

Ｅ みんなで考えたい「家族」について（短期） 

 後期 講座数 ５ ５ ４ 

  参加延べ人数 ２０４ ２４２ １８４ 

  Ａ 大人の発達障がいへの理解と支援（短期） 

Ｂ  最新医学を正しく学び、健康で100歳まで生きる（短期） 

Ｃ シニアライフの問題解決講座（短期） 

Ｄ 地域社会に貢献している川崎の会社と人々 その１９（長期） 

Ｅ 武蔵小杉界隈今昔ものがたり（短期） 

※長期は10回、短期は5回の講座 

 

ウ）シニア活動講演会 

シニア世代が地域でいきいきと活動し生活するための課題について考える機会として中原

市民館との共同主催事業として講演会を開催した。 

開催日：令和元年９月１０日(火) 

テーマ：「トラブルを避け、安心な老後を送るために」 

講 師：大澤 孝征氏 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

参加者数 １１７ １１９ ８７ 
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②その他支援事業 

ア）ランチタイムロビーコンサート 

市内を中心に音楽活動に取り組むグループ等を対象に生涯学習プラザ１階ロビーを演奏

会場として定期的に提供し、市民による音楽活動の支援と鑑賞の機会を提供した。 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

開 催 数 １０   １１  １１ 

延べ来場者数 ６２５ ７５０ ５５０ 

 

イ）なかはらママカフェ in生涯学習プラザ 

中原区役所との共同主催事業として、生涯学習プラザ１階活動室及びロビーを子育て中の

市民が気軽に立ち寄り交流できる場として提供し、区の子育て施策推進に協力した。 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

開 催 数 ８ ９ ９ 

延べ参加者数 ２８４ ３４８ ２７６ 

 

(成果・課題等) 

・シニア活動支援事業におけるボランティア派遣（PC・環境学習）については、学校から

の要請減少に伴って、派遣回数の減少があった。学習指導要領の改訂による学習計画の

変化もあるものと思われるが、学校への事業周知を積極的に行っていきたい。 

・特別支援教育ボランティア養成・派遣については、市教委と連携して事業のあり方の

見直しを行った。次年度から、新たな手法による取組を進めていく予定である。 

・地域協働講座は、安定した運営が可能な受講定員を確保することができた。受講終了後の

継続的な学習を促し、講座修了者の地域課題・生活課題解決に向けた活動のための仲間

づくり、グループづくりの初期支援・活動支援を行うため、「地域協働講座等修了者自主

グループ活動支援実施要綱」を定めた。 

今年度は、教育講座「発達障がいを理解する」の修了生交流会が６回開催され、延べ

６１名の参加があった。 

・シニア活動講演会は、毎回多くのシニア世代の参加があり、中原市民館との共催事業と

して定着している。今年度は弁護士ならではの具体的な事案を例としたトラブル防止方

法などの説明があり、わかりやすいと好評であった。 

・ランチタイムロビーコンサートは様々なジャンルによる定期的な開催が好評で、安定した

来場者数を維持している。募った寄付金は電子ピアノの購入に充て事業に還元できた。 

なお、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、３月実施分を中止とした。 

・なかはらママカフェは、参加者にとって、交流の場として好評であり、来年度も引き続

き共催事業として継続実施していきたい。なお、新型コロナウイルスの感染拡大防止の

ため、２月実施分を中止とした。  
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（３）生涯学習に関する情報収集、情報提供及び調査研究事業（定款第４条第１項第３号） 

①生涯学習情報の収集並びに学習相談 

市民に幅広く情報の提供を行うため、生涯学習に関わる関連施設・諸事業や人材・団体等の

情報収集を行い、これらをもとに市民からの生涯学習に関する相談に対応した。 

 

②生涯学習情報誌による情報提供 

生涯学習情報誌「Stage Up(ステージアップ)」により市民や団体・グループの活動、財団

や市民アカデミー主催の講座やイベント、生涯学習関連施設等を紹介し、生涯学習に関する

周知と啓発を行った。 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

 発行部数（Ａ４判 ８ページ） １回9,500部 １回10,000部 １回10,000部 

 発行回数 年6回(偶数月) 年6回(偶数月) 年6回(偶数月) 

 配布先数 生涯学習関連施設及び 

 金融機関などの民間施設 
７４０ ７６０ ７４４ 

 

③ＩＣＴ活用による情報提供 

ホームページの活用では情報を積極的に更新し各種学習情報の内容充実に努めるとともに、

画面構成を工夫するなど利用者に配慮した改善を行った。 

メールマガジンは、読者を引き込むコラムや生涯学習及び財団事業等の案内を掲載し、タイ

ムリーな情報として毎月定期的に配信した。 

 

ア）ホームページの活用 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

更 新 回 数 １，１７８ ８９１ ７８５ 

Web閲覧回数 ５８，９９３ ５９，３１３ ５３，６７４ 

 

イ）メールマガジンの登録・配信 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

配信回数 １２ １２ １２ 

登録者数 ２４１ ２１１ １７３ 

 

④その他の情報提供 

ア）毎月第１木曜日を基本にかわさきＦＭに出演し、財団や指定管理施設、市民アカデミー等

の最新情報を市民に提供した。 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

出演回数 １１ １１ １２ 

 

イ）公益財団法人かわさき市民活動センターが主催する 9月 21日(土)の「ごえん楽市」に参加

し、財団の活動や生涯学習に関する情報を市民や活動団体等に提供した。 

 

ウ）他団体のホームページや情報誌、地域情報誌に情報を提供し、事業の周知を図った。 
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⑤生涯学習情報に関する調査・研究 

幅広い学習情報の活用と広報活動の充実を図るための取組を協議するとともに、業務改善に

向けての課題を広報推進会議で検討した。 

（広報推進会議） 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

 回数 １１ １１ １１ 

 

（ウェブアクセシビリティの対応） 

誰もが利用しやすいホームページをめざし、2021 年 3 月 31 日までに JIS X8341-3:2016

「高齢者・障害者等配慮設計指針－情報通信における機器、ソフトウェア及びサービス-

第 3 部：ウェブコンテンツ」の適合レベル AA に準拠することを目標に、業者と協力して
段階的に対応を進めた。 

 

(成果・課題等) 

・生涯学習情報誌「Stage Up(ステージアップ)」は、幅広いテーマで多岐に亘る施設や

活動を掲載し生涯学習への周知と啓発を図るとともに、読者が自らの生涯学習について

考え取り組むきっかけとなる情報誌を目指し、内容や発行等の検討を進めた。 

次年度は配布先の整理等を行い、発行部数を5,000部、回数を4回の季刊発行とするが、

好評だった内容を再編成したり、施設めぐりではそこで働く人の思いに視点を当てたり

しながら、読者が手元に置いておきたいと思える内容を企画する。 

・ホームページの活用については、市内を中心とする関係団体、大学、民間教育機関から

積極的な学習情報の収集を行なうことで情報を積極的に更新し、各種学習情報の内容充

実に努め、Web閲覧回数の目標値を上回って達成できた。また、ウェブアクセシビリティ

の対応も計画的に行った。 

・かわさきＦＭの放送に事業担当者が直接出演することで、現場の声を直接伝えるなど、

効果的な広報ができた。 

・「ごえん楽市」では、多くの団体と情報交流ができ、当財団の事業広報に役立てることが

できた。また、財団ホームページ「かわさきの生涯学習情報」やステージアップに掲載

する有益な情報の収集もできた。 
 

 

  



- 10 - 

 

２ 生涯学習関連施設管理運営事業（公２） 

 

（１）指定管理２施設の管理・運営（定款第４条第１項第４号） 
教育関連の特定非営利活動法人と共同運営事業体を構成して、川崎市の指定管理業務を受託し、

適切な施設運営により生涯学習の裾野を拡げる事業。 
 

＜大山街道ふるさと館＞指定管理期間：平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 
令和元年度は１年度目。認定ＮＰＯ法人教育活動総合サポートセンターとの共同運営事業体で

管理・運営を行った。 

二子・溝口は江戸期、東海道の脇往還（大山街道）の宿場町として大いに賑わった古い歴史を

もっている。ふるさと館は、こうした大山街道に関わる地域の歴史、民俗に関する資料やゆかり

の文化人の作品展示を行うとともに、大山街道にまつわる文化講演会や講座を開催し、高津区

民はもとより川崎市民の子供から高齢者までを対象に、地域の生活・文化などの理解と地域へ

の愛着心を高めることに努めてきた。 

これまでの講座等を継承・発展させ、新しい事業等を展開するとともに、施設面での改善等

も進めた。 
 

ア）施設利用状況 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

貸館利用者数 ３２，３１１ ３２，７８４ ３０，４５８  

貸館利用件数 ２，０３８ ２，０２１ １，８７０ 

総利用者 数 ６９，２２２ ６５，６５５ ６３，４９９ 

 

イ）展示室入場者数 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

延 人 数 ９，１４２ ９，１４０  １０，５４５  

開室日数 ３４２ ３５０    ３５４ 

 

ウ）事業実施状況 
 

◆博物館事業 元年度 ３０年度 ２９年度 

常設展入場者数    

 
大山街道－二子・溝口宿－ 

～ふるさとの歴史・民俗・生活展～ 
４，１２７ ６，２２５ ７，３０１ 

企画展入場者数    

 
第１回 6月14日～6月17日 

「趣味の作品展」 

 ～高津区老人クラブ連合会作品展示～  
８７３ １，１８８ １，２３０ 

 
第２回 6月22日～8月29日 

「上田文書から見たふるさと高津の幕末・ 

 明治維新」 

２，０５７ ８９２ １，１８８ 

 
第３回 11月1日～12月26日 

「昭和初期の二子・溝口」 

 ～岡本かの子・濱田庄司とふるさと高津～ 

１，２９８ ― ― 
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第４回 2月22日～2月27日 

「地域が創出するカルチャー展」 

 ～趣味が創り出す美と感動の世界～ 

７８７ ８３５ ８２６ 

企画展記念講演会 

 

第２回企画展 記念講演会 7月21日 

「ふるさと高津の幕末・明治維新期」 
４８ ４３ ４７ 

第３回企画展 記念講演会 11月30日 

「岡本かの子・濱田庄司と高津」 
３４ ― ― 

ミニ企画展（スロープ展示）    

 
大山街道宿場めぐり展 
①「赤坂御門」 5/1～6/30  ②「渋谷・三軒茶屋」 11/1～12/26 

 
切り絵展(青木幸夫氏) 
①「～草花に魅せられて～」 4/1～4/30  ②「～御仏、そして、花たち～」 9/1～10/30 
③「～出会い・印象～」 3/1～3/31 

 

ミニ市民ギャラリー 

①「万年筆で描いた散歩絵」（小林廣志氏）、「やさしい心で」（絵たより萠の会）、 

「高津パステル作品展」（高津パステル） 7/1～8/31 

②「万年筆で描いた散歩絵」（小林廣志氏）、「今日も元気で!!」（絵たより萠の会）、 

「十人十色 己の世界」（美保じぞう己書道場）、「高津パステル作品展」（高津パステル）、 

「板画トキの会作品展」（板画トキの会） 1/5～2/29 

 「子ども探検クラブ研究成果」 2/20～3/31  「高津区アーカイブパネル展示」 2/22～2/27 

オリジナルＤＶＤ放映「大山街道ゆかりの人々～二子・溝口～」等 

収蔵品（古文書等）の保存・管理、活用 

大山街道なんでも相談（レファレンス対応、展示案内、資料提供等） 

 

◆歴史文化探究事業 元年度 ３０年度 ２９年度 

街道学習講座「なるほど！歩いて楽しい大山街道」 

 
春季 ① 4月23日 ②5月 7日 ③ 5月28日 

延べ７０ 

(22) 

延べ８１ 

(25) 
― 

 
秋季 ①10月19日 ②11月2日 ③11月16日 

延べ６４ 

(17) 

延べ８７ 

(26) 

延べ７７ 

(25) 

ふるさとまち歩き講座    

 第１回 「子母口・千年を歩く」 5月11日 ２４ ２８ ２３ 

 第２回 「久本・新作を歩く」 11月9日 ２６ １８ 荒天中止 

 第３回      ― ― ２９ ３３ 

ふるさと探究講座 

 第１回 「溝口・上田家の醤油製造」 9月14日 ４６ ６１ ４５ 

 第２回 「東京の大山街道」 10月26日 ４８ ４７ ２５ 

 第３回 「横浜の大山街道」 2月22日 ６１ ４８ ５２ 

子ども大山街道探検クラブ 
延べ１６６ 

(18) 

延べ１４５ 

(18) 
延べ２４２ 

(27) 

 活動内容：溝口神社・二子神社見学、二ヶ領用水清掃、昔遊び、研究発表会など（原則月１回） 

ふるさとおはなし会と子ども探検クラブ作品展示会（高津図書館） 6/21～6/30 
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ふるさと子ども出前授業 １，１１０ ７６６ ７６５ 

 東高津小(7/3)、坂戸小(12/24)、久地小(1/8)、久本小(2/12)、高津小(2/19） 計792人 

 高津小学校１年生むかしあそび198人（1/28）、森村学園出前授業小学4年生120人（2/12） 

中学生のための郷土理解講座 
 元年度は課題学習支援 

― 申込なし 荒天中止 

夏休みキッズウィーク ３４４ ― ３５１ 

 自由研究等の課題学習支援 7月22日～8月26日 

キッズセミナー in ふるさと館 
延べ４４ 

(11) 

延べ５０ 

(13) 

延べ２６ 

(7) 

 「社会科ふしぎ発見」 大山街道マップを作ろう 7月22・23・25・26日 

 

◆地域活性化事業 元年度 ３０年度 ２９年度 

春のふるさと館まつり（5月19日） 

 「出張・高津さんの市」「落語」 

「館内スタンプラリー」「昔あそび」 

来館者数 

４４２ 

来館者数 

５２３ 

来館者数 

６０６ 

秋のふるさと館まつり（11月24日）※平成30年度までは秋のサポーターズクラブまつり 

 「出張・高津さんの市」「落語」「昔あそび」 

「館内スタンプラリー」「大山街道納太刀体験」 

来館者数 

５０３ 

来館者数 

８５８ 

来館者数 

７７８ 

冬のふるさと館まつり（2月23日） 

 「ノクチラボによる出店」「ダンス」「落語」 

「こども縁日」「スタンプラリー」「昔あそび」 

「第4回企画展・アーカイブ展」 

来館者数 

３，９８０ 
大山街道フェスタ 

会場提供 

大山街道フェスタ 

会場提供 

高津区民祭（7月29日）への参加・協力 

 本部会場として施設提供  第2回企画展の実施 

まちのマイスター体験講座  ※第３回は新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催を延期 

 第１回 「写真館での人物撮影」  6月19日 １６ １７ ２２ 

 第２回 「日本酒の話あれこれ」  9月26日 ２７ １９ １５ 

 第３回 「世界の珈琲のみくらべ」  2月29日 延期 ２０ ２０ 

ぶらり散歩 

 二子散策後「老舗料亭やよい」でお茶をのみ

ませんか 11月4日 
２４ １８ ２０ 

みちまちラウンジ事業（談話室開放、書棚整備、印刷機設置など） 

地域連携・学習支援事業（校外学習受入、講師派遣、ベルマーク収集、廃油回収協力など） 

大山街道地域コーディネーターとの連携 

 地域コーディネーター連絡会議など  ４回 

大山街道ふるさと館サポーターズクラブとの連携 

 サポーターズクラブ役員会、総会など  役員会１回 総会１回 

寄席・落語膝栗毛 in 大山街道ふるさと館 

 第１回寄席 落語膝栗毛 04/20 ８０ ９０ ８２ 

 第２回寄席 落語膝栗毛 08/17 ８５ １００ ９２ 

 第３回寄席 落語膝栗毛 12/14 ７７ ９０ ８８ 
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高津第一社協との連携 

 ふるさと館食堂（福寿草の会会食会）後援 年５回 年５回 年５回 

川崎ウォーキング協会との連携 

 ウォーキングステーション １，７５６ ― ― 

市外地域との連携・交流（世田谷区、伊勢原市など） 

 

◆自主事業 元年度 ３０年度 ２９年度 

大山街道関連物品等の販売 

 大山街道ガイドブック「訪ねて楽しい 

大山街道」の販売及び委託販売 
１６３部 １４６部 ２３２部 

 その他冊子販売、書籍・物品（手ぬぐい）の受託販売 

講座「大山街道をもっと知ろう」 中止 中止 ― 

 

(成果・課題等) 

・３月については新型コロナウイルス感染拡大の影響を大きく受けたが、年度全般として

の利用は好調で、総利用者数は前年度を 3,567人上回った。 

また、全室の稼働率が前年度を上回り、中でもイベントホールの稼働率は前年度比

3.2％増で、貸館利用料収入は前年度比 3.6％増となり、250 万円の大台に達して、目標

の 230万円を大きく上回ることができた。 

・学芸担当職員を新たに配置し、企画展を１回増やし、企画展・常設展の内容充実や、

展示案内など学芸業務の充実を図ることができた。 

・展示室利用者は、前年度とほぼ同じ利用数であった。ただし、展示替で開室日数は８日

少ないため、１日平均 0.6 人増であった。企画展等の広報を充実させ、展示室の魅力を

伝えて、入場者を増やしていくことが課題である。 

・冬のふるさと館まつりでは、大山街道アクションフォーラムと連携し、食やダンス、ワーク

ショップも含めた多彩なイベントとして、4,000 名あまりの参加者を数え、ふるさと館

の新たな魅力を伝えることができた。 

・川崎ウォーキング協会と連携し、新たに、ウォーキングステーション事業を開始し、

年間で 1,756人の利用があり、ふるさと館の新たな魅力を創出することができた。 

・博物館事業、歴史文化探究事業、地域活性化事業は、概ね予定どおり実施し、各事業とも

好評であった。特に、今年度から、街道学習講座やふるさとまち歩き講座で、イヤホン

ガイドを使用することでサービスの充実を図り、講師からも参加者からも好評であった。 

・施設管理面については、昨年３月に展示室及び２階イベントホールのＬＥＤ化を行った

効果などから、今年度の電気料の大幅縮減(前年度比 229,869 円減)を図ることができた。

また、年度末に、１階トイレ等のＬＥＤ化を実施し、サービス向上につなげた。 
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＜子ども夢パーク＞指定管理期間：平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 
令和元年度は４年度目。認定ＮＰＯ法人フリースペースたまりばとの共同運営事業体で管理・運営を

行った。 
 
 

ア）施設利用状況 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

施 設 利 用 者 数 ８８，９６３ ８７，１０３ ８７，２９０ 

団 体 利 用 件 数 ７３１  ７５５ ６８７ 

スタジオ利用者数 ２，６８０ ２，８３７ ３，４４６ 
 
 

イ）事業実施状況 

◆イベント事業 元年度 ３０年度 ２９年度 

ＧＷスペシャルまいにちがプレーパークの日 

(5月2日～6日) 

１，６８１ 

(5日間) 

１，４７６ 

(5日間) 

１，７９３ 

(5日間) 

あそぼうパン １５０ ２５０ ２４０ 

夢パまつり2019 (7月15日) １，２８４ １，９３１ ２，１４０ 

KUJIROCK 2019 

 SUMMER Vol．43 (7月24日) ６４ １０５ ４０ 

 WINTER Vol．44 (1月19日) ５０ ６０ ７０ 

 SPRING Vol．45 実施せず １１１ ３８０ 

 ゆるＲＯＣＫ (11月17日) ３０ ５２ 実施せず 

こどもゆめ横丁2019 (11月04日) １，８３３ １，７７３ １，９７２ 

クリスマスイベント (12月25日) １００ ２４０ １６３ 

初夢！新春イベント (01月12日) 
 ～もちつき・どんど焼き・書初め・昔あそび～ 

９７５ ８４０ ９２６ 

 

◆子どもの遊び・活動に関わる事業 元年度 ３０年度 ２９年度 

きれいにし隊 １６８ １７０ ２７２ 

親子でもっとあそぼう会 ２３７ ２７０ ２４２ 

おはなしおはなしパーク ２１５ １６１ ２０９ 

畑の日 ７９ ９４ １３０ 

ベーゴマ大会 ２９ ４８ ４５ 

野球大会 ９０ ８４ １２７ 

スタジオ講習 １５５ ９６ １２７ 

スタジオ会 ３８ ８８ 実施せず 

おさがりバザール ２，９１６ ３，４４６ ２，４８８ 

「ふるさと」を歌おう ２１４ １２９ ７７ 

メンテナンスの日 ２４ ２２ ３５ 

ゆるりで遊ぼう、話そう会 ６１ ― ― 
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◆連携協働事業（子ども・市民・地域・行政等） 元年度 ３０年度 ２９年度 

川崎市子ども会議 １７２ １９５ １６７ 

主催：支援委員会    

 夢パークをつくりつづける会 １１２ １４９ １３７ 

 所長講演会(10月20日) ２７ ２１ １８ 

 大掃除大作戦 ９ ３０ ３５ 

 あそび場交流会(2月19日) ２１ ― ― 

主催：ちいくれん    

 ちいくれんあそぼうデイ(5月22日) ２６ ６０ １００ 

 自主保育フェスタ(11月4日) ２０ ― ― 

 
自主保育フェスタ映画放映会 
「さとにきたらええやん」(11月20日) 

７３ ― ― 

主催：オレンジリボンたすきリレー実行委員会 

 オレンジリボンたすきリレー(10月27日)会場協力・ランナー参加 

主催：福島の子どもたちとともに    

 川崎サマースクール2019 実施せず ７０ ６０ 

 福島親子 in 川崎 夢パークで遊ぼう！ 実施せず ６９ ５８ 

かわさき子どもの権利の日事業  

 
掲示板作り(11月5日～19日) 

かわさき子どもの権利の日のつどい(12月22日)でのブース出展 

高津区子ども子育てフェスタ(11月16日)への参加 

大友剛氏によるマジックと音楽と 
絵本のコンサート(9月4日) 

１００ ― ― 

フロンターレ選手と本を読もう(9月15日) １４０ ― ― 

 

◆自主事業 元年度 ３０年度 ２９年度 

実習生等の受け入れ 5件２０人 3件２９人 3件１５人 

子どもの遊びに関わる大人の養成基礎講座 １０４人 ８７人 １０１人 

出張プレーパーク（スタッフ派遣） 1件１人 3件４人 3件６人 

オリジナルグッズ（ベーゴマ）の販売 ３１個 １６５個 ― 

 

 

(成果・課題等) 

・今年度は「こどもゆめ横丁」に出店以外の参加を希望する子ども達が、運営側として「横丁

たのしくしよう会(YTK)」を発足し活動した。スタッフと打ち合わせをしながらの活動内容

としては、保護者説明会での発表、横丁のレイアウト変更、テーマの候補集約、横丁会議の

司会等多岐にわたる。今後も子ども参画の１つととらえ、活動について話し合っていく。 

・新たなイベントとして、ボランティアによる「ゆるりであそぼう、話そう会」を、９月か

ら月に１回実施した。室内での読み聞かせや、わらべうた、手遊びの他、テーマを決めて

保育相談を行い、孤独な育児にならないように、安心して過ごせる場づくりを行った。 
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・施設管理面では、利用者の安全対策として、屋上フェンスの嵩上げ工事を行った。劣化

により破れた屋上の床面の張り替えも併せて行った。また、利用者の利便性向上のため、

屋根裏スペース改修工事の実現に向け、市と協議を重ねた。来年度６月から９月に工事

の実施を予定している。 

また、経年劣化が進んでいる「ごろり」の室内カーペットを、床シートに張替える工事

を実施し、室内の衛生管理向上に努めた。「ゆるり」に関しても床シートの張替えを実施

し、乳幼児親子のすごしやすさに配慮した。 

・子ども達の遊びの素材であり、プレーパークに必須の「土」の搬入を工事業者に依頼し、

２ｔトラック５５台分をプレーパークにいただいた。 

・２月末からのコロナウイルス感染拡大を受け、市と協議を重ねながら「子どもの居場所」

として開所するために、様々な対策を行った。スタジオの利用中止、イベントの開催

中止、アルコール消毒剤の設置や手洗い方法の掲示、貸出遊具の制限、スタッフの検温

の徹底等を実施した。 
 

 
 
（２）指定管理者応募申請に向けての取組 
   川崎市子ども夢パークについて、令和２年度に第４期の指定管理者の募集が予定されている

ことから、川崎市子ども夢パーク指定管理事業検討委員会要綱を策定し、これまでの指定管理事業

の検証及び次期応募提案内容の検討準備に着手した。 
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３ 生涯学習活動及び情報に関する運営管理受託事業 (公３) 
 

生涯学習に関する活動及び生涯学習に関する情報の提供を行うことで、川崎市における豊かな

生涯学習社会の実現を図ることを目的とした事業 

 
（１）青少年育成事業（定款第４条第１項第５号） 
①地域の寺子屋事業 

ア）寺子屋先生養成講座の受託（川崎市教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課） 

元年度：８期開催(全３２回)  受講生合計 １２９人  延べ参加人数 ４６１人 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

受講者合 計 １２９ １４４ ９３ 

開 催 ８期（全３２回） ９期（全３６回） ７期（全２８回） 

延べ参加人数 ４６１ ５１１ ３３１ 

 

元年度 実施状況 

期 期間 回数 会 場 受講者数 
延べ 

参加人数 

１期 
令和元年 5月29日(水) 

～ 6月19日(水) 
４ 生涯学習プラザ 19 69 

２期 
令和元年 6月26日(水) 

～ 7月17日(水) 
４ 麻生市民館 36 135 

３期 
令和元年 8月28日(水) 

～ 9月18日(水) 
４ 高津市民館 15 54 

４期 
令和元年 9月25日(水) 

～ 10月16日(水) 
４ 教育文化会館 12 46 

５期 
令和元年10月24日(水) 

～11月14日(水) 
４ 多摩市民館 17 57 

６期 
令和元年11月20日(水) 

～12月11日(水) 
４ 幸市民館 6 24 

７期 
令和2年1月8日(水) 

～1月29日(水) 
４ 宮前市民館 9 34 

８期 
令和2年2月12日(水) 

～3月4日(水) 
４ 生涯学習プラザ 15 42 

 

イ）地域の寺子屋開設及び準備等の支援 

今年度、地域の寺子屋開設及び準備等の支援要請はなかったが、「寺子屋すみよし」と

「寺子屋ぎょくせん」に参加し運営を支援した。 
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（２）生涯学習情報提供事業（定款第４条第１項第５号） 

 
①生涯学習情報収集・提供事業業務の受託（川崎市教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課） 

市民を中心とした「講座・イベント情報」「指導者・人材情報」「団体・グループ情報」の

収集・整理・入力を行い、当財団のホームページ「かわさきの生涯学習情報」に掲載すると

ともに、システム運営にかかる維持・管理、市民からの生涯学習情報に関する相談及び神奈川県

生涯学習情報システムへの情報提供を行った。 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

講座・イベント情報掲載数 ２，４３２ １，８９２ １，８３２ 

指導者・人材情報掲載数 ２２５ ２０３ １８２ 

団体・グループ情報掲載数 ２３０ ２１６ １８６ 

生涯学習関係相談件数 ６２ ５２ ４０ 

 

（３）社会参加共生推進学習事業（定款第４条第１項第５号） 
 

①社会人学級業務の受託（川崎市教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課） 

様々な事情により十分に学習できなかった人や、もう一度学び直したいと考えている人が、

地域社会の中で共に学び合い、より主体的に生きられるよう、中学校課程の学修領域で、

国語、数学等、日常生活を送るために不可欠な基礎的知識と教養を学ぶ学級を開設する業務を

受託し、社会人学級を開設した。 

 

教 科：国語、数学 

開 設 期 間：令和元年１０月１１日(金)～令和２年２月２８日(金) 

毎週金曜日 各教科１５回開催 

受 講 者 数：国語  ２６人、数学  １７人 

延べ参加者数：国語 ２４７人、数学 １５７人 

 

(成果・課題等) 

・青少年育成事業については、前年度に引き続き寺子屋先生養成講座を受託し、市内７区で

８期開催した。８期養成講座では、「中学生の学習を支援する講座」を初めて開催した。

寺子屋先生養成講座は、来年度９期の講座開催の受託を予定しており、市と連携しながら、

「地域の寺子屋事業」の運営を担う人材の確保につなげられるように努めたい。 

・生涯学習情報収集・提供事業業務の受託については、「講座・イベント情報」「指導者・

人材情報」「団体・グループ情報」の収集・整理・入力を行い、財団ホームページに

掲載し、「講座・イベント情報」では、ホームページの特集やニュースメール等でも掲載

を案内し、学習情報掲載件数の目標値を上回って達成することができた。 

・「指導者・人材情報」「団体・グループ情報」については、平成２７年度登録８９件の

再登録のお知らせを郵送とメールで行い手続きを進めた。 

・社会人学級業務は、今年度新たに受託し、後期から開催した。受講生は市内全域から応募が

あった。受講生は皆、熱心に学習に取組み、講座修了後のアンケートでは「授業終了後に

個別の質問等の対応時間を確保して欲しい」など意欲的な声が多かった。次年度は、教科

ごとに曜日を変えて実施することを企画提案して受託につなげたい。 
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Ⅱ 収益事業 

 

１ 生涯学習に関する多彩な体験講座事業（収１） 

 

（１）スポーツ教室（定款第４条第１項第５号） 

市民が体力や健康状況に合わせたトレーニングやエクササイズなどに気軽に参加することで、

健康な身体づくりと受講生同士の交流をめざし、「健康・体力づくりスポーツ教室」として

実施した。 

元年度：５３教室  受講者合計 １，６７２人  延べ参加人数 １３，６０８人 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

受講者合 計 １，６７２ １，５０３ １，４１４ 

延べ参加人数 １３，６０８ １３，３１７ １２，６１４ 

 

実施状況 

教室名 

元年度 ３０年度 ２９年度 

教

室

数 

受講者数 延べ人数 

教

室

数 

受講者数 延べ人数 

教

室

数 

受講者数 延べ人数 

ヨーガ 6 236 1,955 6 256 2,242 6 281 2,539 

気功太極拳 6 170 1,524 6 167 1,686 6 183 1,760 

ストレッチ健康体操 3 84 724 3 75 683 3 74 642 

たのしいフラダンス 3 73 732 3 65 706 3 67 705 

ストレッチ＆リズム体操 3 100 880 3 89 881 3 88 793 

エアロビクス 3 129 1,006 3 119 1,013 3 120 1,056 

ピラティス◆ 3 106 880 3 93 804 3 89 776 

ベビーリトミック 3 79 555 3 74 570 3 75 566 

ＺＵＭＢＡ◆ 3 138 1,121 3 121 1,038 3 120 1,118 

骨盤エクササイズ 3 99 814 3 93 855 3 90 802 

からだを使って英語で遊ぼう 3 71 399 3 81 586 3 89 757 

筋力アップトレーニング 3 135 1,180 3 133 1,300 3 118 1,080 

幼児リトミック(親子) 3 66 449 3 58 447 1 20 20 

ストレッチ＆ヨガ 3 93 642 3 79 506 - ― ― 

ストレッチ＆バレエ◆ 3 70 549  ― ― - ― ― 

おとなバレエ 2 23 198  ― ― - ― ― 

※ベビーリトミック・幼児リトミック、からだを使って英語で遊ぼうは親子一組でカウント 

◆は保育付き（ＺＵＭＢＡは１・２期、ストレッチ＆バレエは３期のみ） 
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（２）文化教室（定款第４条第１項第５号） 

市民が手軽に趣味や生活技術等を学ぶことや受講生同士の交流をめざし、「キラリ文化教室」

として実施した。 

 

元年度：受講者合計 ４０５人  延べ参加人数 １，３７７人 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

受講者合 計 ４０５ ４３１ ４０４ 

延べ参加人数 １，３７７ １，６１５ １，５４５ 

 

実施状況   ※実施回数は、春期・秋期は各教室とも５回、冬期は１回から５回。 

春期 ５月～７月 

教室名 
元年度 ３０年度 ２９年度 

受講者数 延べ人数 受講者数 延べ人数 受講者数 延べ人数 

楽らく歌の教室 39 145 31 127 31 134 

落語入門 ― ― 21 94 22 92 

写真教室 20 89 23 107 23 100 

メディカルハーブ＆アロマテラピー 24 113 ― ― 24 108 

筆ペンから始めよう ― ― 20 89 ― ― 

色えんぴつ画入門 20 94 20 88 20 82 

ワインを気軽に楽しむ 24 101 24 113 23 104 

ミニブリッジ 13 49 ― ― ― ― 

 

秋期 １０月～１２月 

教室名 
元年度 ３０年度 ２９年度 

受講者数 延べ人数 受講者数 延べ人数 受講者数 延べ人数 

楽らく歌の教室 32 133 29 119 24 87 

切り絵教室 13 56 14 67 14 90 

写真教室 17 80 21 94 23 101 

メディカルハーブ＆アロマテラピー 24 113 24 108 22 100 

ワインを気軽に楽しむ 24 116 24 112 23 100 

色えんぴつ画入門 18 96 20 96 20 87 

季節のフラワーデザイン 13 23 ― ― ― ― 

 

冬期 ２月～３月 

教室名 
元年度 ３０年度 ２９年度 

受講者数 延べ人数 受講者数 延べ人数 受講者数 延べ人数 

楽らく歌の教室(5回) 33 25 33 133 21 91 

色えんぴつ画入門(3回) 16 23 20 60 20 52 

写真教室(3回) 13 35 20 57 23 61 

メディカルハーブ＆アロマテラピー

(３回) 
―  ― ―  ― 24 66 
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紅茶を楽しむ(2回) ―  ― 19 36 ―  ― 

整理収納術(2回) ―  ― 20 39 ―  ― 

楽しい味噌作り(2回) 26 25 30 59 24 45 

スマフォト撮影術(1回) ―  ― 18 17 ―  ― 

はじめてのカメラ(2回) ―  ― ― ― 23 45 

コーヒーを楽しむ(2回) 16 31 ― ― ― ― 

ステップアップ！色えんぴ

つ画(3回) 
20 30 ― ― ― ― 

フォトレッスン(2回) 中止 中止 ― ― ― ― 
 
 
（３）陶芸教室（定款第４条第１項第５号） 

市民が陶芸を通して作品に対する豊かな感性を磨くとともに、技術の習得や受講生同士の

交流をめざし、広く受講生を募集する「陶芸教室」、陶芸教室修了生や作陶経験者を対象と

する「陶芸『一般開放』」、初心者を対象とする「初心者陶芸教室」を実施した。 

 

ア）「陶芸教室」水・土曜日(各コース全１２回) 
 

  元年度 ３０年度 ２９年度 

・手びねりコース 

（２コース×３期） 

受講者数 ８９ ８５ ７３ 

延べ参加人数 １，０６８ １，０２０ ８７６ 

・ろくろコース 

（２コース×３期） 

受講者数 ５９ ６１ ６３ 

延べ参加人数 ７０８ ７３２ ７５６ 

 

イ）「陶芸『一般開放』」木・金曜日(各コース全３回) 
 

  元年度 ３０年度 ２９年度 

・手びねりコース 

（１６コース×２期） 

（１２コース×１期） 

受講者数 ２３４ ２５９ ２１４ 

延べ参加人数 ７０２ ７７７ ６４２ 

・ろくろコース 

（１６コース×２期） 

（１２コース×１期） 

受講者数 ４５０ ４６９ ４３９ 

延べ参加人数 １，３５０ １，４０７ １，３１７ 

 

ウ）「初心者陶芸教室」３教室実施(各教室全５回) 

令和元年５月１２日(日)～令和２年３月１日(日) 
 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

実施回数(教室数) ３ ３ ３ 

受 講 生 数 ３７ ４０ ４８ 

延 べ 参 加 人 数 １８５ ２００ ２４０ 
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（４）その他 
ア）子ども向けＰＣ教室「はじめてのスクラッチ」 

小学校の「プログラミング教育」に係る小学校ＰＣ活用授業ボランティアのスキルの実践
的向上を図るとともに、学校外活動を通して、受講者の新たな興味・関心を喚起し学習機会
の充実を図るため実施した。 

 
            元年度 ３０年度 ２９年度 

参加者数 １７ １２ ― 

 

(成果・課題等)             

・スポーツ教室については、「ストレッチ＆バレエ」等の新規教室や、これまで開設の無かった

曜日・時間帯に開催し、幅広いニーズに対応することができた。 

文化教室については、受講生のアンケートを参考に「ミニブリッジ」「季節のフラワー

デザイン」「コーヒーを楽しむ」等の新規教室を取りいれ、幅広いニーズに対応すること

ができた。 

・初心者陶芸教室については、修了生が引き続き陶芸教室(水曜、土曜)に応募するなど、陶芸

の楽しさを味わっていただくとともに、陶芸に対する興味・関心を高めることができた。 

・陶芸教室(水曜、土曜)については、リピーターの受講者も多く、受講者の安定的確保に

つながっている。また、継続受講により得た受講生の経験や技術を子ども陶芸教室の場で

活かすボランティア活動の場を提供することができた。 

・子ども向けＰＣ教室は、前年度に青少年学校外活動事業に位置付けて試行実施した成果

を基に、今年度は、多彩な体験講座事業の「特別教室」として午前、午後の２回開催で

実施した。 

・新型コロナウイルス感染拡大に伴い、2月28日以降のスポーツ教室、文化教室の講座を

延期もしくは中止とした。なお、陶芸教室については、分散受講など受講形式を変更して

実施できた。  
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２ 生涯学習関連施設職員研修事業（収２） 

 

（１）児童健全育成事業（定款第４条第１項第５号） 
①川崎市放課後子ども総合プラン職員資質向上研修事業の受託（こども未来局青少年支援室） 

川崎市の生涯学習関連施設であるこども文化センター・わくわくプラザ等の職員の資質向上
を目指した研修を実施した。 

 

・期  間 令和元年６月２０日(木)～令和２年１月１６日(木) (全１６回) 

・受講者数 

 元年度 ３０年度 ２９年度 

延べ受講者数 ２，０３２ ２，０４６ １，７５２ 

 

・内  容 

回 内   容 対象者 

１ 基礎能力「接遇・応対」 採用1～02年目の職員 

２ 地域とのマネジメント（学校や地域との連携） 採用5～10年目の職員 

３ 地域とのマネジマント「児童虐待」 採用5～10年目の職員 

４ 危機管理対応能力「アレルギー対応」 採用5～10年目の職員 

５ 心(メンタル)の理解能力「中高生への対応」 採用5～10年目の職員 

６ 地域とのマネジメント「保護者・家庭との連携」 採用5～10年目の職員 

７ 心(メンタル)の理解能力「障害児対応」 採用5～10年目の職員 

８ 心(メンタル)の理解能力「外国につながる子どもの支援」 採用5～10年目の職員 

９ 危機管理対応能力「てんかん発作対応」 採用5～10年目の職員 

10 危機管理対応能力「衛生管理研修」 採用5～10年目の職員 

11 危機管理対応能力「衛生管理研修」 採用5～10年目の職員 

12 心(メンタル)の理解能力「障害児対応」 採用5～10年目の職員 

13 危機管理対応能力「応急手当研修」 採用5～10年目の職員 

14 心(メンタル)の理解能力「子どもの権利」 採用5～10年目の職員 

15 危機管理対応能力「安全管理・事故防止」 採用5～10年目の職員 

16 心(メンタル)の理解能力「不登校児対応」 採用5～10年目の職員 

 

（成果・課題等） 

・児童健全育成事業については、例年並みの参加者数であったが、引き続き子供たちを

取り巻く社会情勢の変化を考慮した研修内容を提案し次年度の受託につなげたい。 
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Ⅲ その他の事業 
 

１ 財団職員研修 
 

開催日 内 容 対 象 参加者数 

4月 01日 
生涯学習財団について 

（新規採用職員研修） 

財団職員 

(新規採用職員) 
６ 

4月 19日 施設運営及び情報セキュリティ研修 
財団職員 

(新規採用職員) 
８ 

5月 22日 チラシ作成研修デザイン編 財団職員  １９ 

6月 07日 チラシ作成研修実践編 財団職員 １９ 

6月 27日 経理・総務事務研修 財団職員 １２ 

7月 05日 応急手当・普通救命講習 財団職員 １４ 

7月 10日 ふれあいサマーキャンプ引率者研修 財団職員 ６ 

8月 29日 災害時の一時避難対応等に関する研修 財団職員 ２６ 

9月 24日 Word研修基礎編 財団職員 １１ 

10月 04日 Word研修応用編 財団職員 １４ 

10月 31日 Excel研修基礎編 財団職員 １０ 

11月 08日 Excel研修応用編 財団職員 １０ 

 

２ 消防・防災訓練 
 

（１）令和元年８月２９日(木) ９：００～１０：３０ 

①訓練種別 総合訓練 

②訓練内容 ア 非常放送設備の取扱 

イ 避難誘導 

ウ 救助・応急処置 

エ 連絡・通報 

オ 非常持ち出し、 

カ 設備点検 

キ 帰宅困難者一時滞在施設開設から閉所まで 

 

（２）令和２年２月２５日(火) ９：００～１０：００ 
①訓練種別 消防訓練 

②訓練内容 ア 非常放送設備の取扱 

イ 初期消火 

ウ 連絡・通報 

エ 避難誘導 

オ 救助・応急処置 

カ 非常持出 

キ 設備の安全対策・点検 

ク 消防設備・消火器の取扱 
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３ 他の機関、団体が行う事業への協力 

 

＜共催＞ 

（１）シニア活動講演会(中原区役所) 

（２）なかはらママカフェ in 生涯学習プラザ(中原区役所) 

 

＜後援＞ 

（１）第 29回体操フェスティバルかわさき 2019 

（２）かわさき体操のつどい2019 

（３）健康体力フェア2020 

（４）川崎市スポーツ指導者協議会更新研修会講演「最新のアンチドーピング情報について」 

（５）2019年川崎市総合型地域スポーツクラブ体験研修会 

（６）第25回KAWASAKIしんゆり映画祭2019 

（７）2019－少年の祭典「ボレロ」－ 

（８）第 2回元住吉ミュージック・フェスティバル 

（９）第 8回なかはらミュージカル 

（10）ゆりがおか児童合唱団創立 50周年記念第 44回定期演奏会 

 

 

４ 職員採用 

採用日 職  種 役  職 
採用者数 

公募募集期間 
推薦 公募 

4月 1日 

管理運営 

嘱託職員 

事業推進室 

室長 
１ ―  

事業推進室 

事業推進係長 
１ ―  

一般 

嘱託職員 

事業推進室 

事業推進係職員 
１ ―  

大山街道ふるさと館 

施設・庶務担当職員 
― １ 

平成 31年 1月 4日 

 ～1月 31日 

大山街道ふるさと館 

学芸・広報担当職員 
― １ 

平成 31年 1月 4日 

 ～1月 31日 

子ども夢パーク 

経理担当職員 
― １ 

平成 31年 1月 4日 

 ～1月 31日 
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５ 評議員会等の開催状況 

 

 

 開催年月日 主な決議事項等 

第１回 

理事会 

令和元年05月02日 決議事項 

・平成３０年度事業報告の承認について 

・平成３０年度決算に係る計算書類の承認について 

・令和元年度定時評議員会の開催について 

評議員会 

(定時) 

令和元年06月18日 決議事項 

・平成３０年度決算に係る貸借対照表及び正味財産増減

計算書の承認について 

・評議員の選任について 

・理事の選任について 

第２回 

理事会 

令和元年06月18日 決議事項 

・理事長の選定について 

・事業内容の変更に伴う変更認定申請について 

・令和元年度第１次収支補正予算について 

第３回 

理事会 

令和元年11月04日 決議事項 

・特定資産の設定について 

第４回 

理事会 

令和２年11月27日 (書面)決議事項 

・神奈川県知事への事業内容の変更に伴う変更認定申請

の提出について 

第５回 

理事会 

令和２年03月17日 決議事項 

・公益財団法人川崎市生涯学習財団川崎市生涯学習プラザ

施設等使用規程の一部改正について 

・令和２年度事業計画について 

・令和２年度生涯学習推進特定資産の一部取崩しについて 

・令和２年度収支予算書について 

・行政庁への定期提出書類『資金調達及び設備投資の

見込みを記載した書類』について 


